
競走馬の鼻出血

競走馬の鼻出血は臨床上よく遭遇する疾病

[１－13] であり, 出血部位によって３種に大

別される [12]. 発生頻度の高いものとして, 運

動誘発性肺出血 (exercise-induced pulmonary

haemorrhage) が良く知られており, いわゆる

鼻出血として認識されている. 次いで外傷性や

炎症に継発する鼻粘膜からの出血 (いわゆる鼻

血) また, まれに馬独特の器官である喉嚢から

の出血がある. 以上のうち, 運動誘発性肺出血

は競走中に発症すると, 競走能力が著しく低下

し, 競走を中止するか大差で入線する場面が多々

認められる. 運動誘発性肺出血の発生メカニズ

ムは, 仮説としてはいくつか挙げられているが

[12], いまだ充分には解明されていない. それ

ゆえ, 運動誘発性肺出血の再発を確実に予防す

る有効な治療法も確立されていない [12].

臨床現場では, 運動誘発性肺出血を発症した

競走馬には休養を促し, 濃厚飼料の給餌を軽減

し, 馬房を清潔にするなどの指示を与えつつ,

薬物療法として血管増強剤や利尿剤, 血圧降下

剤などの投与で対応している [12, 13]. しか

し, 競走馬ではドーピングという枠組みのなか

で治療をしなければならないという制約もあり,

本症発症後の薬物治療にも限界がある. その上,

競走馬は経済動物としての側面もあり, 出来る

だけ安価な健康維持管理も要求されている. 競

走馬では, とくに病気の治療のためというより

予防的治療を考えながら, いかに健康状態をよ

り良く維持し, 能力を最大限に発揮させるかと

いうことが重要である. そこで, サプリメント

としての健康補助食品や飼料添加物として種々

のものが取り上げられ, 利用されるようになっ

てきた.
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スピルリナとは

スピルリナは淡水産の藍藻類の一種で, 30種

類以上のビタミン (特にビタミンＣおよびＥが

豊富) やセレンなどのミネラル, フィコシアニ

ンやβカロチンなどの色素, 60％以上の良質の

植物性タンパク質を含む高栄養食品である [14,

15]. 薬理作用としては抗炎症作用 [14], 血清

コレステロール低下作用, 血圧上昇抑制作用お

よび毛細血管強化作用 [６] などを有している.

同じ淡水産藍藻類の一種であるクロレラは酸性

食品であるが, スピルリナはアルカリ食品とし

て, とくに強力な抗酸化作用を持つため [14,

17], 人では健康補助食品として, 近年注目さ

れている. また水溶性食物繊維のペクチンを豊

富に含み優れた整腸作用を持ち, 腸管からの消

化率が２時間で95％以上あることも特徴である

[18].

このように薬理学的・栄養学的に優れている

スピルリナを, 競走馬の健康増進に応用できな

いかと考え, 1990年頃より数十頭に投与したと

ころ, 運動誘発性肺出血の既往を持つ競走馬で,

その再発予防に効果があることに気付いた. こ

のことから, 前記のスピルリナの作用 (抗酸化

作用, 抗炎症作用, 血圧上昇抑制作用および毛

細血管強化作用) が競走馬の運動誘発性肺出血

の予防に有効ではないかと考え, 本症を頻繁に

起こしていた馬にスピルリナを試用した.

材料と方法

1999年～2004年の間に, 調教中ないし競走中

に運動誘発性肺出血をこれまで１～数回起こし

た経歴のある競走馬42頭に対し, スピルリナ

100％原末 (ジャパンアルジェ, 東京) を, １

回20～30ｇ, １日２回 (朝・夕), 飼葉に混ぜ

て１ヵ月以上経口投与した. スピルリナ混入に

よる嗜好性に概ね問題は生じなかったが, 自然

採食しなかった一部の馬には, スピルリナを微

温湯で溶解し, ディスポシリンジを用いて, 厩

務員の手により強制的に経口投与した.

成 績

スピルリナの投与中にもかかわらず運動誘発性

肺出血を再発した馬は42頭中３頭 (７％), ス

ピルリナの投与中止後に再発した馬は７頭 (17

％), 投与中止後も再発しなかった馬は３頭

(７％), 投与の継続により再発しなかった馬は

29頭 (69％) であった (図１).

考 察

スピルリナを運動誘発性肺出血の既往を持つ

競走馬に経口投与したところ, 発症の激減が認

められた. また, スピルリナ投与後運動誘発性

肺出血の発症がなくなり, その後, 投与を中止

した競走馬で約17％に運動誘発性肺出血の再発

があった. これはスピルリナ投与が本症の発症

防止に有効に作用した結果であると考えられた.

スピルリナの血圧上昇抑制作用 [16] は, ス

ピルリナに含まれる多量のカリウムが, 腎臓に

おけるナトリウム排泄を促し, 血圧改善が行わ

れる結果であると考えられた. スピルリナには

人およびラットでコレステロールを抑制する効

果がある [19, 20] ことが知られており, 高血

圧症の主原因である高脂血症や動脈硬化の改善

を促す. ラットでの８週間連続投与実験で, ２

週目には有意に血圧が下がったという [16].

また, スピルリナは, 藍藻類だけが持つフィコ

シアニンを始めとして, βカロチン, セレン,

ビタミンＣ, ビタミンＥなどを豊富に含む [14].

これらの成分はヘルパーＴ細胞を活性化させ免

疫機能を強化する [17]. スピルリナは, 抗酸

化作用に極めて優れ, これらの活性酸素抑制機
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図１ スピルリナ投与の効果



能が, 毛細血管強化作用および抗炎症作用に寄

与していると考えられた. さらに, スピルリナ

の細胞壁の成分は80％が水溶性食物繊維のペク

チンから成り, 胃で溶解して腸管を移動し, 20

％の不溶性食物繊維と相まって腸管の蠕動運動

を亢進して排便を活発にすることが知られてい

る [14, 18]. この作用を利用すると繰り返し

(便秘性の) 疝痛を起こす馬に対しても応用可

能と思われた.

スピルリナは抗炎症作用や優れた整腸作用も

併せ持ち, 高栄養であることから, 栄養不良や

体質の虚弱な馬, 育成中・休養中の競走馬に対

しても十分有用であると思われた. 競走能力へ

の影響は, 使用の有無による比較が困難だが,

投与後のレース成績も充分満足できる結果であっ

た.

スピルリナについては現在も研究が続けられ

ているが, いまだ作用機序が明らかでない部分

もある. そのうえ競走馬に対して投与するとな

ると, その適切な投与量の割り出しなどを含め,

検討されなければならない課題も多い. しかし,

スピルリナは人の健康補助食品として高い評価

を得ており, 比較的安価で, 嗜好性も良く, ドー

ピングに関わる成分も存在せず, 競走馬におい

てさらなる応用が可能ではないかと思われた.
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